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	１． 教育目標
	神経生理の基礎・専門知識を元に、病態解明に向けた基礎研究を推進する技能を身に付ける事を目的とする。特に、末梢から脊髄に至るシナプス伝達機構、さらに上位中枢における意識・覚醒や学習など高次脳機能と関連した神経情報処理機構の解明、また、光遺伝学的な神経回路の人為的操作法、疼痛や自律神経系を介した下部尿路機能の中枢性制御機構などを研究対象とする。
	２．到達目標
	３．成績評価の方法と基準
	成績の評価は、本学で定められた「成績の評価基準」に基づき、到達目標に対する達成度及び修得すべき基礎知識・技能の修得度により行う。
	４． 教科書・参考書
	特に定めない。
	５． 準備学習
	演習、実験研究では抄読論文や実験手法の予習を必要とする。（１時間）
	６．備考
	当該年度修了時に提出する「研究計画書」、又は「研究進捗・指導状況報告書」によりフィードバックを実施する。



